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研究成果の概要（和文）：本研究では、スポーツ実践における人間の生の経験が人間的な存在への問いと不可分
であるという認識に立ち、大学体育における人間形成の可能性について検討した。スポーツ実践における多様な
生の経験を大学教育における人間形成の営みに取り込むことで、大学体育が直面する問題解決への方策を提示し
うる新たな体育論の構築を目指した。その概要は以下のとおりである。①大学教育において「社会の変化と呼応
する『身体』及び『身体性』とは何か」について考察した。②大学生が身につけるべき身体に関するリテラシー
を大学教育の中に位置づける必要性を明らかにした。③「高等教育で必要な『身体的リテラシー』」について明
確にした。

研究成果の概要（英文）：This study examined the possibility of human development in university 
physical education, based on the recognition that the lived experience of human beings in sports 
practice is inseparable from the question of human existence. By incorporating the diverse lived 
experiences of sports practice into human development in university education, the study aimed to 
construct a new theory of physical education that could offer measures to solve the problems faced 
by university physical education. The outline of the project is as follows. (1) The paper 
investigated "what is the 'body as we' and 'physicality' that responds to changes in society" in 
university education. (2) The need to position literacy about the body that university students 
should acquire in university education was clarified. (3) Clarified "the 'physical literacy' needed 
in higher education."

研究分野：体育学、体育・スポーツ哲学

キーワード： 身体教育学　高等教育　身体的教養　身体リテラシー　人間形成
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的な特色は、①高等教育において「社会の変化と呼応する『身体』及び『身体性』」につい
て考察したこと、②「大学生が身につけるべき身体に関するリテラシー」を如何にして大学教育の中に位置づけ
るか、それを高等学校までの教育と大学教育を対比させながら考察したこと、そして③「大学生の体力と身体的
リテラシー」に関する研究の枠組みを完成させるべく「高等教育で必要な『身体的リテラシー』」について考察
したことである。その社会的意義は、スポーツ実践における身体的リテラシーの観点から大学体育を考察するこ
とによって、その意義を明らかにしようとしたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

平成３(1991)年に大綱化された大学設置基準により、高等教育における一般教育科目・外国語
科目・保健体育科目・専門教育科目という科目区分と単位数が、各大学で自由に設定できるよう
になった。これを契機に多くの大学で、一般教育科目や外国語科目とともに、保健体育科目の改
革が教養部（教養課程）の改組に合わせて行われた。これまで大学設置基準によって卒業要件の
一部として存在した保健体育科目は、多くの大学で卒業に必要な必修科目から外れ、その単位数
が削減された。 
このような改革に際して大学体育では、「目的や目標に対して内容や方法が適しているかどう
か」「内容・方法が目的・目標に対して有効な働きをしているかどうか」といったことが問われ
なければならなかったはずである。にもかかわらず、多くの大学では従来の「体育」の目的や目
標を大幅に変え、科目名を「健康」や「スポーツ」を冠したものに変更してまで、大学生に自立
的な健康生活を維持するための方法を身につけさせようとした。そこには大学教育の目的や目
標から大学体育を位置づけるという発想がなかったといっても過言ではない。そのため「大学の
体育は、高等学校までの体育とどこが違うのでしょうか」という批判がなされるという事態が今
なお続いているのである。 
日本学術会議（2010）は「一般教育（外国語教育および保健体育を含む）は、教養教育の中核
的な部分として、すべての学生が学修する「共通基礎教養」として位置づけられると同時に、一
定の広がりと総合性を持つものであることが重要である」と提言している。また、ＵＮＥＳＣＯ
（2015b）は「身体活動の継続とスポーツの実践は、グローバルで民主化された教育によって生
涯を通じて保障されなければならないこと」を定めている。このように、これからの大学は、身
体活動やスポーツに関する有効なプログラムを積極的に開発し、人間の身体面からの幸福を追
求する社会の発展に寄与していくべきである。高等教育においても身体活動やスポーツを実践
する機会を保障し、身体活動やスポーツに関する文化的社会的課題に対応する身体的教養を涵
養するプログラムを提供する義務があると思われる。 
 
２．研究の目的 

本研究では、大学での教養教育において、大学生の「心と体」の教育が人間的な存在への問い
と不可分だという認識に立ちながら、高等教育における身体教育の意義を「身体的教養」の涵養
に求めて、大学教育における体育の可能性を探ろうとした。大学体育の中心的な教材となるスポ
ーツでは「自己への問いかけ」や「他者との交流」から得られる多様な生の経験を得ることがで
きる。本研究は、この多様な生の経験を身体教育という人間形成の営みに取り込むことによって
得ることのできる「身体的教養」について考察しようとした。その目的は、大学における身体教
育の意義を改めて確認するために、大学生の「心と体」の教育が人間的な存在への問いと不可分
であるという認識に立ちながら、大学生が身につけるべき教養の一つとして「身体的教養」を位
置づけることによって、高等教育におけるスポーツ実践の価値を明らかにすることであった。 
 
３．研究の方法 

本研究は、「身体的リテラシー」「身体の経験」「身体的教養」という三つのキーワードを設定
し、３年の期間を設けて行うよう計画された。１年目の令和２(2020)年度は「高等教育で必要な
『身体的リテラシー』」について考察した。２年目の令和３(2021)年度は「スポーツ実践におけ
る『身体の経験』」及び「大学体育におけるスポーツ実践の価値」、さらには「大学教育における
人間形成」について考察した。３年目の令和４(2022)年度は「大学の教養教育で培う『身体的教
養』と体育の意義や価値」の考察を中心に据えて研究を進めた。 
 
４．研究成果 

（１）研究の主な成果 

① 大学体育の何が問題なのか。大学における体育が現在のような事態に陥った背景には、以
前から大学体育への批判は存在していたことがあげられる。大学体育に関する先行研究の成果
を洗いなおし、新たな資料にもあたり、大学体育の何が問題なのかということを明確にした。現
在のような事態に大学体育が陥った背景には以前から大学体育への批判が存在したことが明ら
かになっている。増田(1987)は「…大学の体育――特に『実技』は、現実にその目的・意図のも
とに行われているか」(p.20)という問を投げかけ、「大学の体育を必須とすることを廃止し、そ
の教官を小学校の体育教師に配置することが、大学体育が掲げている目的を達成する近道では
ないだろうか」(p.21)とまでいっている。これに対して小林(1988)は「それは人間の成長・発達
の様子を正しくとらえていない人の見方である。…大学の教養課程の短い期間に、これ程までの



成長をするものかと驚かされるのである」(p.57)と述べ、体育『実技』の授業の重要性を説いて
いる。大学における体育は、その理念や必要性は原則的に認められていたのだが、それを具体的
に実現するための内容や方法――特に『実技』の内容や方法――が問題視されていたのである。
スポーツを実践することの人格形成的意味やスポーツの教育的価値を再確認する必要のあるこ
とが明らかになった。 

② 大学体育の課題は何か。2017 年の中央教育審議会大学分科会の『今後の各高等教育機関の
役割・機能の強化に関する論点整理』では、「高等教育においては、知識・技能を学んで修得す
る能力だけでなく、学んだ知識・技能を実践・応用する力、自ら問題の発見・解決に取り組み、
多様な他者と協働しながら、新たなモノやサービスを生み出し社会に新たな価値を創造する力
を育成することが不可欠」と指摘されている。そして「①新たな価値創出の基盤となる創造的な
教育研究の高度化」及び「②社会の変化、地域や産業界の多様な要請を踏まえた実践的な教育の
充実」が掲げられている。また、日本学術会議からの提言『21世紀の教養と教養教育』（2010 年）
においては、「一般教育（外国語教育および保健体育を含む）は、教養教育の中核的な部分とし
て、すべての学生が学修する「共通基礎教養」として位置づけられると同時に、一定の広がりと
総合性を持つものであることが重要である」と示されている。 
体育系学術団体からの提言『21 世紀の高等教育と保健体育・スポーツ』（2010 年）では、「学
生の健康・体力の維持・向上」、「大学における保健体育の教育効果」、「スポーツ権の尊重」、「『学
士力』に心身の健康を位置づける」といった４つが提言されている。こうした提言がなされるの
は、現代社会における人間の「動く」機会の減少、それに伴う運動不足等による生活のための体
力の低下といった問題に対して、日常生活におけるスポーツや身体運動などの意図的に動く機
会を組み込む工夫の必要性、スポーツや遊びの価値（自己を開放し他人との人間的関係を構築す
る貴重な経験の場を与えてくれること）の重要性等の課題が重視されていることの証である。 
これらの課題は高等教育における身体教育こそがなし得る事柄である。すなわち、身体教育は
知識・技能を学んで修得するだけでは不十分であり、学んだ知識・技能を実践・応用する力を学
べ、自ら問題の発見・解決に取り組み、多様な他者と協働しながら、新たなモノやサービスを生
み出し社会に新たな価値を創造する力を育成することができると考えられる。 

（２）得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 

本研究で得られた成果のいくつかは、国内外における学会大会で発表され、その一部は学術研
究誌にも掲載された。公表された研究成果は、人間の生の経験という新しい視点からスポーツを
捉えたうえで、このように捉えられたスポーツを教材とする体育について、高等教育における身
体的教養の涵養という視点からまとめられたものである。この点に本研究の独創性とインパク
トを見出すことができる。 

（３）今後の展望 

ＵＮＥＳＣＯ（2015b）の『International Charter of Physical Education, Physical Activity 
and Sport（体育・身体活動・スポーツに関する国際憲章）』の内容や『持続可能な開発のための
2030 アジェンダ』の内容は、今後さらに詳細に検討すべき内容である。同じく『Quality physical 
education（QPE）』の「physical literacy」（UNESCO, 2015a）は、身体（的）リテラシーの概念
を捉え直す上で重要な位置を占めていると考えられ、今後の研究課題として無視することはで
きない。 
本研究では、研究期間中に起こった新型コロナウイルス感染症の蔓延により、当初に予定して
いた計画通りに研究が進まなかったことが悔やまれる。とりわけ、本研究で得られた知見を調査
等により実際の教育現場に落とし込む作業ができなかったことは非常に残念である。これは今
後の課題として留めておきたい。 
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